
本
書
の
発
行
は
一
九
九
九
年
四
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
本
書
の
内
容
に
関
連
す
る
重
要
な

制
度
改
革
や
新
規
立
法
が
少
な
く
な
い
。
本
書
の
記
述
に
つ
い
て
の
必
要
最
小
限
の
補
正
お
よ

び
追
加
を
、
以
下
に
掲
げ
る
。（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

　
　
『
行
政
法

上
』
追
補

［弘文堂］
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《
主
要
参
考
文
献
・
追
補
》

　
（
体
系
書
・
概
説
書
─
─
も
と
の
一
覧
に
掲
げ
た
も
の
の
改
訂
に
つ
い
て
は
省
略
）

阿
部
泰
隆
『
行
政
法
解
釈
学
』（
有
斐
閣
、
Ⅰ 

二
〇
〇
八
年
）

稲
葉
馨
『
行
政
法
と
市
民
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
六
年
）

宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
Ⅰ

第
二
版
二
〇
〇
六
年
、
Ⅱ

二
〇
〇
六
年
）

大
橋
洋
一
『
行
政
法･
現
代
行
政
過
程
論
』（
有
斐
閣
、
第
二
版
二
〇
〇
四
年
）

大
浜
啓
吉
『
行
政
法
総
論
』（
岩
波
書
店
、
新
版
二
〇
〇
六
年
）

（
そ
の
他
）

磯
部
力=

小
早
川
光
郎=

芝
池
義
一
編
『
行
政
法
の
新
構
想
』
全
三
巻
（
有
斐
閣
、
Ⅰ
・
Ⅱ
二
〇
〇
八
年
）

芝
池
義
一=

小
早
川
光
郎=

宇
賀
克
也
編
『
行
政
法
の
争
点
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
、
第
三
版
二
〇
〇
四
年
）

小
早
川
光
郎=

宇
賀
克
也=

交
告
尚
史
編
『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
、
第
五
版
二
〇
〇
六
年
）

《
本
文
・
追
補
》

第
一
編
第
一
章
第
二
節（
行
政
の
観
念
）

◆
一
〇
頁
一
行
目
の
「
公
共
事
務
」
の
語
は
、
地
方
自
治
法
の
一
九
九
九
年
改
正
で
、
同
法
か
ら
消
え
た
。

第
一
編
第
一
章
第
四
節
第
一
款（
行
政
の
機
構
と
過
程
・
序
説
）

◆
五
〇
頁
二
行
目
に
「
地
方
自
治
法
一
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
一
九
九
九
年
改
正
後
は
「
一
条
の
三
」。
同
じ
行
に
「
三
二
〇
〇
余

の
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
平
成
の
大
合
併
〟
の
後
、
現
在
で
は
「
約
一
八
〇
〇
の
市
町
村
」。
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◆
五
二
頁
一
三
行
目
の
長
期
経
済
計
画
に
関
す
る
各
条
項
を
含
め
て
、
経
済
企
画
庁
設
置
法
は
、
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
で
廃
止

さ
れ
た
。
な
お
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
の
現
行
の
内
閣
府
設
置
法
四
条
一
〜
三
号
・
一
九
条
一
項
一
号
を
参
照
。

◆
同
一
四
行
目
の
「
国
土
総
合
開
発
計
画（
国
土
総
合
開
発
法
二
条

･

七
条
以
下
）」
は
、そ
の
後
の
立
法
を
ふ
ま
え
て
「
国
土
形
成
計
画
（
国

土
形
成
計
画
法
）」
に
。

◆
同
一
六
行
目
に
「
地
方
自
治
法（
二
条
五
項
）」
と
あ
る
の
は
、
一
九
九
九
年
改
正
後
は
「
地
方
自
治
法（
二
条
四
項
）」。

◆
同
一
七
行
目
の
「
都
市
計
画
法
に
も
と
づ
く
都
市
計
画
」
の
後
の
か
っ
こ
書
き
は
、
同
法
の
最
近
の
改
正
を
ふ
ま
え
て
、「（
同
法
六

条
の
二
の
〝
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
〟
や
、
一
八
条
の
二
の
い
わ
ゆ
る
〝
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
〟
を
含
む
）」
と
す
る
。

◆
五
三
頁
六
行
目
の
「
国
土
総
合
開
発
法
七
条
二
項
」
は
、
そ
の
後
の
立
法
を
ふ
ま
え
て
「
国
土
形
成
計
画
法
九
条
二
項
」
に
。

第
一
編
第
一
章
第
四
節
第
二
款（
行
政
組
織
と
行
政
機
関
）

◆
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
を
ふ
ま
え
て
、
五
七
頁
九
行
目
の
記
述
は
、「
国
の
行
政
組
織
の
基
本
は
、
内
閣
法
・
内
閣
府
設
置
法
・

国
家
行
政
組
織
法
そ
の
他
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
」
と
す
る
。

◆
五
八
頁
三
行
目
以
下
に
つ
い
て
は
、
①
三
〜
五
行
目
の
記
述
は
、「
行
政
組
織
に
お
け
る
事
務
分
配
の
受
け
皿
と
し
て
の
組
織
単
位

の
最
大
の
も
の
は
、
国
の
行
政
組
織
の
場
合
に
は
、
内
閣
府
設
置
法
に
よ
る
内
閣
府
お
よ
び
国
家
行
政
組
織
法
所
定
の
省（
一
一
省
）と
、

府
ま
た
は
省
の
外
局
た
る
委
員
会（
行
政
委
員
会
）お
よ
び
庁
、
で
あ
る（
内
閣
府
設
置
法
二
条
〜
四
条
・
四
九
条
・
六
四
条
、
国
行
組
法
三
条
・

同
法
別
表
第
一
）」
と
し
、
②
五
八
頁
末
尾
の
一
文
は
、「
た
だ
し
国
家
行
政
組
織
法
は
、
省
お
よ
び
そ
の
外
局
た
る
委
員
会
・
庁
の
み
を
、
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同
法
に
い
う
「
国
の
行
政
機
関
」
と
し
て
い
る（
国
行
組
法
一
条
・
三
条
二
項
）。」
と
し
、
③「
三
条
機
関
」
の
語
は
、「
府
省
・
外
局
」

と
置
き
換
え
る
。

◆
六
二
頁
一
〜
一
一
行
目
は
削
除
。
機
関
委
任
事
務
の
制
度
は
、
テ
キ
ス
ト
で
触
れ
て
い
た
よ
う
に
一
九
九
九
年
地
方
分
権
改
革
で
廃

止
さ
れ
た
。
従
前
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
組
織
が
国
の
機
関
委
任
事
務
と
し
て
担
当
し
て
い
た
多
数
の
事
務
の
ほ
と
ん
ど
は
、
当
該

地
方
公
共
団
体
自
身
の
事
務（
自
治
事
務
ま
た
は
法
定
受
託
事
務
）と
な
っ
た
。

◆
行
政
主
体
た
る
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
組
織
に
つ
い
て
の
五
六
〜
六
三
頁
の
記
述
は
、
行
政
主
体
概
念
と
法
人
格
と
の
関
係
や
、

行
政
主
体
は
国
・
地
方
公
共
団
体
に
限
ら
れ
る
か
否
か
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
立
場（
五
〇
頁
八
〜
九
行
参
照
）で
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
諸
事
情
に
鑑
み
、
以
下
の
こ
と
を
補
足
す
る
。

　

第
一
に
、
行
政
主
体
た
る
国
の
組
織
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
内
閣
府
設
置
法
な
い
し
国
家
行
政
組
織
法
に
よ
る
内
閣
府
・
各
省
と
は

別
の
、
そ
れ
自
体
で
法
人
格
を
も
つ
組
織
を
設
け
て
、
そ
れ
に
一
定
の
行
政
事
務
を
担
当
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ

て
い
る
。
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し
て
は
、
個
別
の
立
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
法
人
で
あ
る
〝
特
殊
法
人
〟
の
う
ち
の
あ

る
種
の
も
の
が
そ
れ
に
あ
た
る（
特
殊
法
人
の
な
か
に
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
業
務
が
行
政
事
務
に
あ
た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
行
政
主

体
の
性
質
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
）。
特
殊
法
人
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、〝
認
可
法
人
〟
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
。
以
上
と
同
様
の

事
態
は
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
関
し
て
も
生
じ
て
い
た
。
テ
キ
ス
ト
で
は
、
行
政
主
体
の
性
質
を
も
つ
こ
れ
ら
の
各
種
法
人
形
態

は
、
行
政
の
組
織
に
お
い
て
重
要
で
は
あ
る
に
し
て
も
原
則
的
な
も
の
で
は
な
い
と
の
立
場
で
、
そ
れ
を
記
述
の
対
象
か
ら
除
外
し
て

い
る
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
独
立
行
政
法
人
の
制
度
が
、
ま
た
そ
れ
に
な
ら
っ
て
地
方
独
立
行
政
法

人
の
制
度
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
種
の
共
通
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
行
政
組
織
の
基
本
原
理
の
次
元
に
お
い
て
も
注
意
を
要

す
る（
国
立
大
学
法
人
な
ど
の
よ
う
に
、
独
立
行
政
法
人
で
は
な
い
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
）。

　

第
二
に
、
行
政
事
務
の
性
質
を
も
つ
一
定
の
業
務
を
、
そ
の
性
質
を
変
え
な
い
ま
ま
、
行
政
主
体
に
属
さ
な
い
私
人
に
行
わ
せ
る
と
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い
う
場
合
が
あ
る
。
従
来
、〝
私
人
に
よ
る
行
政
〟、〝
行
政
事
務
の
民
間
委
任
〟
な
い
し
〝
委
任
行
政
〟
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
が
そ
れ

で
あ
る（
こ
れ
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
、
一
個
の
行
政
事
務
の
一
部
分
で
は
あ
る
が
そ
れ
だ
け
を
と
れ
ば
行
政
事
務
と
は
言
え
な
い
よ
う

な
附
属
的
・
補
助
的
業
務
に
つ
い
て
そ
れ
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
後
者
は
そ
れ
を
特
に
行
政
事
務
と
し
て
で
は
な
く
受
託
す
る
と
い
う
意
味

で
の
、単
な
る
〝
外
部
委
託
〟
な
い
し
〝
民
間
委
託
〟
と
は
異
な
る
）。
テ
キ
ス
ト
で
は
、行
政（
行
政
事
務
）
は
行
政
主
体
に
属
す
る
組
織
に
よ
っ

て
行
う
の
が
原
則
で
あ
っ
て
〝
行
政
事
務
の
民
間
委
任
〟
は
個
別
的
か
つ
例
外
的
な
事
象
に
と
ど
ま
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
そ
れ
に
は

特
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
一
連
の
重
要
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
建
築
基
準
法
や
そ
の
他
の
立
法
に

よ
る
、指
定
を
受
け
た
民
間
事
業
者
が
規
制
行
政
の
一
環
と
し
て
の
確
認
・
検
査
等
の
行
為
を
行
政
機
関
に
代
わ
っ
て
行
う
と
い
う
〝
行

政
代
行
型
指
定
機
関
〟
の
制
度
の
導
入
や
、
②
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
、
指
定
を
受
け
た
民
間
事
業
者
が
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ

て
公
の
施
設
の
管
理
者
と
な
る
〝
指
定
管
理
者
〟
の
制
度
の
採
用
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
③
近
時
制
定
さ
れ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
改

革
法（
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律―

―

〝
市
場
化
テ
ス
ト
法
〟
と
も
呼
ば
れ
る
）は
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
一
定
種
類
の
業
務
に
関
し
そ
れ
を
民
間
事
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
か
ど
う
か
を
競
争
入
札
等
の
方
法
で
決
定
し
、
民
間
事

業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
定
の
必
要
な
規
制
を
課
す
る
と
い
う
、同
法
の
用
語
に
よ
れ
ば〝
民
間
事
業
者
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
〟
の
、
あ
る
程
度
汎
用
性
を
も
つ
仕
組
み
を
創
設
し
た
。
以
上
は
、
い
ず
れ
も
、
行
政
事
務
に
つ
い
て
の
い
わ
ゆ
る
〝
民

間
開
放
〟
の
動
き
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、以
上
の
よ
う
な
行
政
主
体
の
性
質
を
も
つ
各
種
法
人
の
問
題
お
よ
び
行
政
事
務
の
民
間
委
任
の
問
題
は
、行
政
事
務
の
〝
民

営
化
〟
な
い
し
〝
民
間
化
〟（privatisation

）の
問
題
と
は
異
な
る
。
後
者
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
一
定
の
業
務
を
行
政
事
務
と
し
て
は
廃
止
し
、
そ
れ
ま
で
行
政
の
役
割
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
民
間
の
役
割
に
振
り
替
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
当
該
業
務
分
野
は
民
間
に
委
ね
ら
れ
、
行
政
は
そ
こ
か
ら
撤
退
す
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
民
間
に
委
ね
ら
れ
た

業
務
は
も
は
や
行
政
事
務
と
し
て
の
性
質
を
も
た
な
い
。
以
上
の
意
味
で
の
〝
行
政
事
務
の
民
間
化
〟
に
は
、
そ
の
態
様
と
し
て
、
①

国
等
の
行
っ
て
い
た
業
務
に
つ
き
、
そ
の
た
め
に
特
別
の
立
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
が
そ
れ
を
引
き
継
い
で
行
う
と
い
う
場
合

（
例
、
日
本
国
有
鉄
道
が
経
営
し
て
い
た
旅
客
鉄
道
事
業
の
、
特
殊
法
人
た
る
株
式
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
各
社
へ
の
引
継
ぎ
）と
、
②
い
わ
ゆ
る
民
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間
指
定
機
関
に
よ
る
第
三
者
認
証
の
場
合
の
よ
う
に
、
国
等
が
行
っ
て
い
た
業
務
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
、
そ
の
た
め
に
特

別
の
立
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
の
で
は
な
い
が
特
別
の
指
定
を
受
け
た
何
ら
か
の
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
等
が
行
う
と
い
う
場

合（
前
述
の
行
政
代
行
型
指
定
機
関
と
区
別
し
て
言
え
ば
〝
非
行
政
型
指
定
機
関
〟）と
、
③
当
該
業
務
が
、
以
上
の
よ
う
な
法
的
手
当
て
な
し

に
、お
よ
そ
誰
か
が
そ
れ
を
行
う
の
か
ど
う
か
も
含
め
て
民
間
に
委
ね
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る（
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
れ
、当
該
業
務
が
〝
民

間
化
〟
さ
れ
て
も
は
や
行
政
事
務
と
し
て
の
性
質
を
も
た
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
業
務
の
種
類
に
応
じ
て
公
益
上
必
要
な
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）。

第
一
編
第
一
章
第
四
節
第
三
款（
行
政
情
報
の
取
扱
原
則
）

◆
六
四
頁
三
〜
一
〇
行
目
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
一
般
に
、
行
政
機
関
に
お
け
る
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
そ
の
諸
原
則
・
諸

ル
ー
ル
を
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
情
報
公
開
法（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に

関
す
る
法
律
）は
、
主
と
し
て
は
、
国
の
行
政
機
関
の
保
有
文
書
に
つ
い
て
の
請
求
に
よ
る
開
示
の
制
度
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が（
後

述
）、
請
求
に
も
と
づ
く
文
書
開
示
の
み
な
ら
ず
、
行
政
機
関
に
よ
る
自
発
的
情
報
提
供
を
も
含
め
た
広
い
意
味
で
の
行
政
情
報
公
開

に
関
し
、
国
の
レ
ベ
ル
と
地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
の
双
方
を
通
じ
て
そ
の
推
進
を
要
請
し
て
い
る（
一
条
・
二
五
条
・
二
六
条
）。
同
法
は
、

ま
た
、
請
求
に
よ
る
文
書
開
示
の
前
提
と
し
て
の
、
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る（
後
述
）。

◆
六
七
頁
一
七
〜
一
八
行
目
の
民
事
訴
訟
法
二
二
〇
条
四
号
の
規
定
は
、
同
法
附
則
二
七
条
の
趣
旨
に
則
り
、
か
つ
、
情
報
公
開
法
の

成
立
を
ふ
ま
え
て
、
二
〇
〇
一
年
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
持
す
る
文
書
」
で
あ
っ
て
「
公
務

員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
」
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
場
合
を
除
き
文
書
提
出
義
務
が
あ
り
、
文
書
提
出
命
令
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
改
正
後
の
二
二
〇
条
四
号
・
二
二
三
条
を
見
よ
。

◆
六
八
頁
一
三
行
目
に
「
総
務
庁
長
官（
総
務
庁
設
置
法
五
条
二
項
─
─
行
政
監
察
等
に
関
し
て
）」
と
あ
る
の
は
、
一
九
九
九
年
政
府
機
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構
改
革
後
は
「
総
務
大
臣（
総
務
省
設
置
法
六
条
二
項
─
─
行
政
評
価
等
に
関
し
て
）」。

◆
六
八
頁
一
七
行
目
〜
六
九
頁
一
〇
行
目
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
国
の
行
政
情
報
公
開
に
関
し
て
は
、
テ
キ
ス
ト
で
触
れ
た
行
政
改

革
委
員
会
の
「
情
報
公
開
法
制
の
確
立
に
関
す
る
意
見
」
に
も
と
づ
き
、
情
報
公
開
法（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法

律
）が
一
九
九
九
年
に
成
立
し
た
。
そ
の
要
点
は
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

情
報
公
開
法
三
条
は
、
国
の
行
政
機
関（
内
閣
官
房
・
内
閣
府
・
各
省
等
々―

―

二
条
一
項
参
照
）の
保
有
す
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
、
何
人
か
ら
で
も
行
政
機
関
の
長
に
対
し
そ
の
開
示
を
請
求
で
き
る
と
す
る
。
同
法
が
こ
の
よ
う
な
行
政
文
書
開

示
請
求
権
を
定
め
る
の
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
「
国
民
主
権
の
理
念
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
行
政
機
関
の
保
有
す

る
情
報
の
一
層
の
公
開
を
図
り
、
も
っ
て
政
府
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
国
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
国
民
の
的
確
な
理
解
と
批
判
の
も
と
に
あ
る
公
正
で
民
主
的
な
行
政
の
推
進
に
資
す
る
」
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る（
一
条
）。
す
な
わ

ち
、
情
報
の
流
れ
を
開
放
す
る
こ
と
で
、
政
府
の
側
か
ら
い
え
ば
政
府
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
充
足
し（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）、

一
般
市
民
に
と
っ
て
は
政
府
活
動
に
対
す
る
理
解
と
批
判
の
可
能
性
を
確
保
す
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て

一
般
市
民
が
政
府
活
動
の
過
程
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
た
だ
ち
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
市
民
参
加
が
進
展
し
て

い
く
た
め
の
重
要
な
前
提
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

情
報
公
開
法
に
よ
る
開
示
の
対
象
と
な
る
「
行
政
文
書
」
と
は
、
①
一
定
の
記
録
媒
体
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
②
「
行

政
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
」
し
、
か
つ
、
③
「
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
」―

―

い
わ
ゆ

る
組
織
共
用
文
書―

―

と
し
て
「
当
該
行
政
機
関
が
保
有
」
し
て
い
る
も
の
を
い
う（
二
条
二
項
）。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
一
定

の
情
報
を
記
録
し
た
文
書
を
行
政
機
関
が
組
織
共
用
文
書
と
し
て
保
有
し
て
い
な
い（
そ
も
そ
も
保
有
し
た
こ
と
が
な
い
、
ま
た
は
廃
棄
し

て
し
ま
っ
た
）場
合
に
は
、
当
該
文
書
の
開
示
請
求
が
で
き
な
い
ほ
か
、
当
該
情
報
を
他
の
何
ら
か
の
方
法
で
公
に
す
る
よ
う
請
求
す
る

こ
と
も
、
同
法
に
よ
っ
て
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
職
員
が
個
人
的
に
の
み
用
い
る
も
の
と
し
て
保
有
し
て
い
る
文
書
は
、
組
織
共
用
文

書
で
は
な
く
、
本
法
に
よ
る
開
示
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
行
政
文
書
の
管
理―

―

い
か
な
る
場
合
に
文
書
を
作
成
す
る
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か
等
々
も
含
め
て―

―

が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
同
法
の
行
政
文
書
開
示
制
度
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
の
重
要
な
前
提
を
な
す

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
は
そ
れ
に
つ
い
て
も
規
定
を
置
い
て
い
る（
二
二
条
、
施
行
令
一
六
条
）。

　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
特
定
の
行
政
文
書
に
つ
い
て
開
示
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
の
長
は
、
情
報
公
開
法
五
条
に

よ
り
、
次
に
い
う
不
開
示
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
そ
れ
を
開
示
請
求
者
に
対
し
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
開
示

対
象
文
書
の
特
定
に
関
し
て
は
、
四
条
を
参
照
）。

　

こ
こ
で
不
開
示
情
報
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
個
人
に
関
す
る
情
報（
個
人
情
報
）の
一
定
の
も
の
、
②
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
関
す

る
情
報
お
よ
び
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報（
法
人
等
情
報
）の
一
定
の
も
の
、
③
公
に
す
る
こ
と
で
国
の
安
全
が
害

さ
れ
、
外
交
関
係
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
は
外
交
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
等
の
お
そ
れ
が
問
題
と
な
る
一
定
の
情
報（
国
の
安
全
等
情
報
）、

④
公
に
す
る
こ
と
で
犯
罪
捜
査
そ
の
他
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
問
題
と
な
る
一
定
の
情
報（
公
共

の
安
全
等
情
報
）、
⑤
国
の
機
関
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
内
部
ま
た
は
相
互
間
で
の
審
議
・
検
討
・
協
議
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
し
て
公
に
す
る
と
一
定
の
不
当
な
結
果
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の（
審
議
検
討
等
情
報
）、
⑥
国
・
地
方
公

共
団
体
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
事
務
事
業
に
特
有
の
性
質（
監
査
事
務
で
あ
れ
ば
監
査
事
務
の
特
質
、
契
約
事
務
で

あ
れ
ば
契
約
事
務
の
特
質
、
等
々
）か
ら
し
て
、
公
に
す
る
と
当
該
事
務
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の（
事

務
事
業
支
障
情
報
）、
の
六
種
類
で
あ
る
。
情
報
公
開
法
は
、
こ
れ
ら
各
種
の
も
の
を
、
い
ず
れ
も
、
行
政
情
報
公
開
を
進
め
る
に
し
て

も
な
お
公
に
す
べ
き
で
な
い
情
報
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
含
ま
な
い
行
政
文
書
は
す
べ
て
開
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
反
面
、
逆
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
政
文
書
の
開
示
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
、
同
法
五
条
の
趣
旨
で
あ
る（
い
わ
ゆ
る
存
否
応
答
拒
否
に
関
す
る
八
条
を
も
参
照
）。
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
、
不
開
示
情
報
を

公
に
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
請
求
対
象
文
書
の
内
容
の
一
部
分
を
除
外
し
て
残
余
の
部
分
を
開
示
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
部

分
開
示（
六
条
を
参
照
）も
問
題
と
な
る
。

　

不
開
示
情
報
に
つ
い
て
の
以
上
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
行
政
機
関
の
長
は
、「
公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」

は
、
不
開
示
情
報
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
な
お
当
該
行
政
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る（
七
条
、
い
わ
ゆ
る
公
益
開
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示
）。

　

行
政
文
書
開
示
請
求
に
対
す
る
行
政
機
関
の
長
の
開
示
・
不
開
示
の
決
定（
九
条
）は
、
行
政
処
分
で
あ
り
、
不
服
の
あ
る
者（
不
開

示
決
定
の
場
合
の
開
示
請
求
者
、
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
開
示
決
定
が
さ
れ
た
場
合
の
当
該
第
三
者
、
な
ど
）は
、

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
ま
た
は
行
政
事
件
訴
訟
法
に
よ
る
抗
告
訴
訟（
取
消
訴
訟
等
）で
、
そ
れ
を
争
う
こ
と
が
で
き
る

（
不
服
申
立
て
お
よ
び
訴
訟
に
つ
い
て
の
、
情
報
公
開
法
一
八
〜
二
一
条
の
特
別
規
定
を
参
照
）。

　

な
お
、
国
の
行
政
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
法
の
制
定
後
、
独
法
等
情
報
公
開
法（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
法
律
）も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
六
九
頁
一
一
〜
一
四
行
目
の
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
関
し
て
は
、
情
報
公
開
法
の
成
立
以
後
、
同
法
二
六
条
の
趣
旨
に
即
し
て

新
た
に
条
例
を
制
定
し
た
り
既
存
の
条
例
を
改
正
す
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

◆
七
〇
頁
一
二
行
目
の
統
計
法
に
関
す
る
記
述
は
、
同
法
の
全
部
改
正
を
ふ
ま
え
て
、「
…
…
立
法
例
と
し
て
た
と
え
ば
統
計
法
二
九

条
〜
三
六
条
お
よ
び
四
〇
条
を
見
よ
」
と
す
る
。

第
一
編
第
一
章
第
四
節
第
四
款（
行
政
統
制
の
諸
制
度
）

◆
七
一
頁
三
〜
七
行
目
に
つ
い
て
。
テ
キ
ス
ト
で
論
じ
て
い
る
行
政
の
統
制
は
、
行
政
案
件
処
理（
基
本
決
定
・
個
別
執
行
）に
つ
い
て

の
他
者
に
よ
る
評
価
・
審
査
お
よ
び
そ
の
結
果
に
も
と
づ
く
何
ら
か
の
処
置
等
か
ら
な
る
一
連
の
作
用
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、

近
時
、
独
立
行
政
法
人
の
業
務
実
績
評
価（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
三
二
条
・
三
四
条
）、
行
政
政
策
評
価
法（
行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価

に
関
す
る
法
律
）に
よ
る
政
策
評
価
な
ど
、
ま
さ
に
評
価―

―

自
己
評
価
を
含
む―

―

の
機
能
そ
れ
自
体
に
着
目
し
て
そ
の
た
め
の
仕
組

み
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
意
を
要
す
る
。
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◆
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
後
は
、
七
四
頁
七
〜
一
七
行
目
で
「
総
務
庁
」
と
あ
る
の
は
「
総
務
省
」、
八
行
目
に
「
総
務
庁
に

よ
る
行
政
監
察（
総
務
庁
設
置
法
四
条
一
二
号
）」
と
あ
る
の
は
「
総
務
省
に
よ
る
行
政
評
価
等（
総
務
省
設
置
法
四
条
一
七
号
・
一
八
号
）」、

一
一
行
目
に
「
総
務
庁
設
置
法
四
条
一
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
総
務
省
設
置
法
四
条
二
一
号
」。

第
一
編
第
二
章（
行
政
と
立
法
）の
全
体

◆
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
を
ふ
ま
え
て
、
①
八
二
頁
三
行
目
に
「
府
令（
総
理
府
令
）」
と
あ
る
の
を
「
内
閣
府
令（
内
閣
府
設
置
法

七
条
三
項
）」
と
置
き
換
え
、
②
同
五
行
目
で
委
員
会
・
庁
の
規
則
に
つ
い
て
「（
国
行
組
法
一
三
条
）」
と
あ
る
の
を
「（
内
閣
府
設
置
法

五
八
条
四
項
、
国
行
組
法
一
三
条
一
項
）」
と
し
、
③
九
五
頁
一
一
行
目
の
「〝
義
務
の
賦
課
ま
た
は
権
利
の
制
限
〟」
の
後
の
か
っ
こ
書

き
を
「（
内
閣
法
一
一
条
、
内
閣
府
設
置
法
七
条
四
項
・
五
八
条
五
項
、
国
行
組
法
一
二
条
三
項
・
一
三
条
二
項
）」
と
し
、
④
九
九
頁
五
行
目

の
「
政
令
」
の
後
の
か
っ
こ
書
き
は
「（
国
行
組
法
七
条
四
項
・
五
項
・
八
条
・
八
条
の
二
等
を
参
照
）」
と
し
、
同
じ
く
「
省
令
」
の
後
に

「（
国
行
組
法
七
条
六
項
等
を
参
照
）」
を
加
え
、
⑤
一
〇
七
頁
三
行
目
の
「
総
理
府
令
」
は
「
内
閣
府
令
」
と
置
き
換
え
、
同
四
〜
五
行

目
の
か
っ
こ
内
は
「（
憲
法
七
三
条
六
号
但
書
、
内
閣
法
一
一
条
、
内
閣
府
設
置
法
七
条
四
項
・
五
八
条
五
項
、
国
行
組
法
一
二
条
三
項
・
一
三

条
二
項
は
…
…
）」
と
し
、
⑥
同
六
行
目
の
か
っ
こ
書
き
は
「（
憲
法
八
一
条
、
内
閣
府
設
置
法
七
条
・
五
八
条
、
国
行
組
法
一
二
条
・
一
三
条

等
）」と
し
、
⑦
一
一
〇
頁
六
〜
七
行
目
の
か
っ
こ
書
き
は
「（
憲
法
七
三
条
六
号
、
内
閣
法
一
一
条
、
内
閣
府
設
置
法
七
条
、
国
行
組
法
一
二

条
を
参
照
）」
と
し
、
⑧
一
一
一
頁
五
行
目
の
「
府
・
省
等
」
は
「
省
等
」
と
し
、
六
行
目
の
「
七
条
五
項
・
六
項
」
は
「
七
条
四
項
・

五
項
」
と
し
、
七
行
目
の
「
府
令
・
省
令
等
」
は
「
省
令
等
」
と
す
る
。

第
一
編
第
二
章
第
一
節
第
二
款（
立
法
の
形
式
お
よ
び
効
力
）

◆
八
二
頁
二
〜
一
三
行
目
に
つ
い
て
。
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
が
立
法
を
行
う
た
め
の
命
令
等
の
制
定
の
手
続
に
関
し

て
は
、
二
〇
〇
五
年
の
行
政
手
続
法
改
正
に
よ
り
、
意
見
公
募
手
続
が
法
定
さ
れ
た（
三
九
〜
四
五
条―

―

詳
細
は
行
政
手
続
過
程
の
問
題

と
し
て
後
に
述
べ
る
）。
ま
た
、
命
令
等
を
定
め
る
機
関
は
根
拠
法
令
の
趣
旨
に
適
合
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
そ
れ
を
定
め
る
べ
き
こ
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と
、
お
よ
び
、
定
め
た
後
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
な
ど
す
べ
き
こ
と
が
、
明
文
で
規
定
さ
れ
た

（
三
八
条
）。

◆
同
九
〜
一
一
行
目
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
機
関
委
任
事
務
と
の
区
別
が
な
く
な
っ

た
の
で
、
単
に
「
⑤
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〝
○
○
県
規
則
〟、〝
○
○
市
規
則
〟
等
々
を
制
定
…
…
」
と
す
る
。

◆
八
六
頁
一
〜
二
行
目
は
、
そ
の
後
の
立
法
を
ふ
ま
え
て
、「
…
…
当
該
立
法
行
為
は
、
公
布
の
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
二
条
、
地
方
自
治
法
一
六
条
三
項
）」
と
す
る
。

第
一
編
第
二
章
第
三
節（
憲
法
四
一
条
と
命
令
・
条
例
）

◆
一
一
〇
頁
七
〜
八
行
目
の
「
機
関
委
任
事
務
…
…
」
の
一
文
は
、
機
関
委
任
事
務
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
削
除
。

◆
一
一
二
頁
四
行
目
で
地
方
自
治
法
一
四
条
の
「（
五
項
）」
と
あ
る
の
は
、
一
九
九
九
年
改
正
後
は
「（
三
項
）」。

◆
一
一
三
頁
五
〜
一
六
行
目
に
関
し
て
は
、
一
九
九
九
年
改
正
後
の
地
方
自
治
法
一
四
条
二
項
は
、
旧
規
定（
い
わ
ゆ
る
行
政
事
務
条
例

に
つ
い
て
定
め
て
い
た
も
の
）に
代
え
て
、
地
方
公
共
団
体
が
「
義
務
を
課
し
、
又
は
権
利
を
制
限
す
る
に
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が

あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
活
動
と
条
例
と
の
関
係
に
つ
い
て
侵
害

留
保
原
理
に
よ
る
こ
と
を
明
示
す
る
に
至
っ
た
。

◆
一
一
四
頁
二
行
目
の
「
地
方
自
治
法
二
条
一
二
項
・
一
五
項
」
は
、
一
九
九
九
年
改
正
を
ふ
ま
え
て
「
地
方
自
治
法
二
条
一
一
項
・

一
二
項
・
一
六
項
」
と
す
る
。
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第
一
編
第
三
章
第
一
節（
行
政
上
の
法
律
関
係
の
概
念
と
諸
要
素
）

◆
一
四
一
頁
一
二
行
目
の「
関
税
定
率
法
二
一
条
に
定
め
る
輸
入
禁
制
品
に
つ
い
て
の
規
制
」は
、そ
の
後
の
法
改
正
を
ふ
ま
え
て
、「
関

税
法
六
七
条
、
六
九
条
の
一
一
第
一
項
七
号･

三
項
等
に
よ
る
、
公
安･

風
俗
を
害
す
べ
き
書
籍
等
の
輸
入
禁
止
の
仕
組
み
」
と
す
る
。

第
二
編
第
一
章
第
二
節
第
一
款（
規
制
の
仕
組
み
）

◆
一
九
三
頁
一
一
行
目
に
掲
げ
た
感
染
症
法
の
条
項
の
う
ち
、「
一
九
条
二
項
」
は
、
法
改
正
に
よ
り
「
一
九
条
三
項
」。

◆
同
一
二
行
目
に
、道
路
交
通
法
の
条
項
と
し
て
「
五
一
条
・
五
一
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
、法
改
正
を
ふ
ま
え
て
、「
五
一
条
」
と
す
る
。

◆
二
〇
〇
頁
五
行
目
の
「（
商
法
五
七
条
等
）」
は
、
会
社
法
の
制
定
に
伴
っ
て
「（
会
社
法
四
九
条
等
）」
と
な
る
。
ま
た
、
同
七
行
目
に
、

「〔
許
可
主
義
が
〕
一
般
の
公
益
法
人
に
つ
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る（
民
法
三
四
条
）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
の
結
果
、

準
則
主
義
に
よ
る
一
般
社
団
法
人･

一
般
財
団
法
人
の
制
度
に
移
行
し
た（
一
般
法
人
法
二
二
条･

一
六
三
条
参
照
）。

◆
同
九
〜
一
〇
行
目
の
「
特
別
の
立
法
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
特
殊
法
人
の
設
立（
…
…
）」
の
箇
所
は
、
一
九
九
九
年
政
府
機
構
改
革
を
ふ

ま
え
て
、「
個
別
立
法
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
や
特
殊
法
人
の
設
立（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
二
条
、
総
務
省
設
置
法
四
条
一
四
号
・
一
五
号

参
照
）」
と
す
る
。

◆
二
〇
四
頁
五
〜
六
行
目
の
「
い
わ
ゆ
る
需
給
調
整
の
観
点
」
の
後
の
か
っ
こ
書
き
に
あ
る
道
路
運
送
法
の
記
載
は
、
同
法
の
最
近
の

改
正
に
て
ら
し
、「（
た
と
え
ば
電
気
事
業
法
五
条
一
号
・
五
号
）」
と
置
き
換
え
る
。
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第
二
編
第
一
章
第
二
節
第
二
款（
金
銭
徴
収
の
仕
組
み
）

◆
二
一
四
頁
一
三
行
目
に
地
方
自
治
法
の
「
附
則
六
条
の
五
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
後
の
改
正
を
経
て
、
現
在
で
は
「
附
則
六
条
」。

第
二
編
第
一
章
第
三
節（
給
付
の
仕
組
み
）

◆
二
三
一
頁
三
行
目
の
「
国
有
財
産
法
一
八
条
三
項
、
地
方
自
治
法
二
三
八
条
の
四
第
四
項
」
は
、
法
改
正
に
よ
り
、「
国
有
財
産
法

一
八
条
六
項
、
地
方
自
治
法
二
三
八
条
の
四
第
七
項
」。

第
二
編
第
一
章
第
四
節（
誘
導
の
仕
組
み
）

◆
二
三
三
頁
一
一
行
目
〜
二
三
四
頁
一
〇
行
目
は
、
行
政
に
よ
る
市
場
へ
の
直
接
介
入
に
関
し
、
主
に
食
糧
法
の
規
定
を
ふ
ま
え
て
記

述
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
米
穀
等
の
買
い
手･

売
り
手
と
し
て
の
行
政
の
役
割
は
大
幅
に
減
少
し

た
。
ま
た
、
二
三
四
頁
七
行
目
で
触
れ
た
農
産
物
価
格
安
定
法
は
、
二
〇
〇
六
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

第
二
編
第
二
章
第
一
節（
義
務
履
行
強
制
）

◆
二
四
一
頁
四
行
目
に
「
砂
防
法
三
五
条
」
と
あ
る
が
、
こ
の
規
定
は
法
改
正
に
よ
り
削
除
。

第
二
編
第
二
章
第
二
節（
義
務
違
反
の
制
裁
）

◆
二
四
五
頁
一
六
行
目
に
地
方
自
治
法
の
条
項
と
し
て
「（
一
四
条
五
項
）」
と
あ
る
の
は
、
現
在
で
は
「（
一
四
条
三
項
）」。

◆
二
四
七
頁
三
行
目
の
「
証
券
取
引
法
」
は
、「
金
融
商
品
取
引
法
」
に
題
名
変
更
。

◆
同
一
八
行
目
に
非
訟
事
件
手
続
法
の
条
項
と
し
て
「（
二
〇
六
条
以
下
）」
と
あ
る
の
は
、
現
在
で
は
「（
一
六
一
条
以
下
）」。
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◆
地
方
自
治
法
上
の
過
料
に
関
す
る
二
四
八
頁
二
〜
九
行
目
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
改
正
を
ふ
ま
え
、
①
二
〜
三
行
目
の

部
分
を
、「
一
般
に
地
方
公
共
団
体
の
条
例
お
よ
び
規
則
に
も
と
づ
く
義
務
の
違
反
に
つ
い
て
一
定
限
度
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ（
一
四
条
三
項
、
一
五
条
二
項
）」
と
し
、
②
四
行
目
の
「
や
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す
る
違
反
行
為
」
お
よ
び
同
六
行
目
の

「
・
二
四
四
条
の
二
第
七
項
」
を
削
り
、
③
七
行
目
の
「
二
二
八
条
二
項
」
を
「
二
二
八
条
三
項
」
と
、
ま
た
、
④
九
行
目
の
「
二
五
五

条
の
二
」
を
「
二
五
五
条
の
三
」
と
す
る
。

第
二
編
第
三
章
第
一
節
第
一
款（
行
政
作
用
の
仕
組
み
と
行
為
）

◆
二
五
四
頁
五
〜
一
二
行
目
に
つ
い
て
。
行
政
機
関
と
私
人
と
の
間
で
種
々
の
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
の
方
式
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、

二
〇
〇
二
年
に
、
い
わ
ゆ
る
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
法（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
）が
制
定
さ
れ

た
。

第
二
編
第
三
章
第
三
節（
行
政
機
関
の
各
種
事
実
行
為
）

◆
三
〇
八
頁
一
一
行
目
の
「
児
童
福
祉
法
二
七
条
の
二
、
少
年
法
六
条
三
項･

一
八
条
二
項
…
…
」
は
、
現
在
で
は
「
児
童
福
祉
法

二
七
条
の
三
、
少
年
法
六
条
の
七･

一
八
条
二
項
…
…
」。

◆
個
人
情
報
の
取
得
・
保
有
・
提
供
の
問
題
に
つ
い
て
の
三
〇
九
頁
八
行
目
〜
三
一
一
頁
一
〇
行
目
の
記
述
は
、「
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
関
す
る
原
則
は
い
ま
だ
十
分
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
」
と
の
認
識
を
基
調
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
状
況
は
か

な
り
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
①
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳（
住
民
票
）の
制
度
は
、
行
政
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
保
有
の
典
型
的
な
仕
組
み

の
一
つ
で
あ
る
が
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
九
九
九
年
改
正
は
、
こ
の
住
民
基
本
台
帳
を
基
礎
と
し
て
、
法
定
の
制
限
の
範
囲
内
で
一

定
の
本
人
確
認
情
報（
氏
名
・
住
所
等
）を
一
定
の
行
政
機
関
に
そ
の
一
定
の
事
務
の
処
理
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
創
設
し
た
。
②
テ
キ
ス
ト
の
三
一
一
頁
二
〜
一
〇
行
目
は
、
一
九
八
八
年
制
定
の
行
政
機
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関
個
人
情
報
保
護
法（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る

が
、
二
〇
〇
三
年
に
、
民
間
部
門
も
含
め
た
一
般
的
な
個
人
情
報
保
護
法（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
と
の

関
連
で
、
前
記
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
題
名
も
含
め
て
全
部
改
正
さ
れ
た（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
）。
あ
わ
せ
て
、
独
法
等
個
人
情
報
保
護
法（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
三
一
二
頁
一
〇
行
目
の
「（
行
手
法
三
八
条
参
照
）」
は
、
現
在
で
は
「（
行
手
法
四
六
条
参
照
）」。

◆
三
一
五
頁
一
二
〜
一
七
行
目
で
「
行
政
指
導
の
要
項
」
と
し
て
説
明
し
た
こ
と
が
ら
は
、
も
と
も
と
行
政
手
続
法
三
六
条
で
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
改
正
で
二
条
八
号
ニ
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、「
行
政
指
導
指
針
」
と
い
う
呼
称

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。


